
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・足の裏を床につけて座らせることで、体

幹が安定し、噛むときに力を入れやす

くなります。 

 

・高さの合ったテーブルに座らせることも

大切です。食べ物が見やすく、口に運

びやすくなり、食事に集中できます。 

食べるときの姿勢 

 

・あごは引く  

・身体とテーブルの間にこぶし１つくらいのすき間 

・背は 90度 

・ひざが 90度に曲がるくらいの椅子の高さ 

・ひじが 90度に曲がるくらいのテーブルの高さ 

・足の裏がきちんと床につくこと 

できるだけこの姿勢に近づいて食事をしましょう 

 

今月のレシピ 
給食だより 

大阪市献立カード参照 
大阪市ホームページ参照 

窒息・誤嚥予防のためにも 

 

今月の目標 

 

姿勢を正しくして 

食べましょう 

 

                            令和 3年度 9月号 

社会福祉法人 晋栄福祉会 

大阪市立東中本保育所        給食担当  東 眞澄 

 

手をひざの

うえにおく 

『ぐーぺたぴんさっ』 

 子どもたちの背丈ほどに伸びたひまわり。 

幾度も豪雨に打たれ倒れそうになりながらも、すぐに立ち直り 

元気よく真っ直ぐ上を向き、いつも子どもたちを見守ってくれています。 

生命の力強さが感じられます。 

また子どもたちがひまわりと背くらべをしている光景は 

ほのぼのとしていて、とても癒されます。 

 

乳幼児期は、「食べる力」を獲得する大切な時期で、 

将来の「食べる力」の基盤が形成されます。 

「食べる力」を育てるために、成長に合わせて 

よく噛むことを覚えていきましょう。 

 

「食べる力」を育てるための４つのポイント 

 食事の環境を整えましょう！ 

 安定した姿勢で食事をしましょう！ 

 食べ物を飲み込んだことを確認しましょう！ 

 離乳が進んできたら、子どもの好きなメニューで 

よく噛む習慣をつけましょう！ 
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さっ 

ぴん 

ぺた 


